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Ⅰ はじめに 

群馬県は全国有数の農作物生産量を誇ると同時に、環

境省が毎年行なう地下水の硝酸・亜硝酸態窒素超過率も

高い割合を示す。特に赤城山南麓一帯の農耕地帯に位置

する大間々扇状地での超過率は高く、岩田ほか(2004)が

太田市新田町で実施した民家の井戸水質調査では、環境

基準値の10mg/Lを上回る地点が多く確認された。しかし

近年扇状地の硝酸・亜硝酸態窒素に関する調査は明らか

にされていない。そこで、本研究では大間々扇状地全域

及び、扇状地の南側の沖積地を対象とした地下水調査を

実施し、地下水質の現状を明らかにするとともに、過去

の調査資料との比較から水質の変遷を考察する。 

Ⅱ 地域概要 

大間々扇状地は赤城山南麓に位置し、10万年以上前に、

古渡良瀬川によって形成された。南北約18km、扇端幅約

13km の扇状地で、複数の地形面から形成されており、武

蔵野台地や荒川扇状地と並ぶ関東でも有数の大扇状地で

ある1)。みどり市大間々町の標高200m付近を扇頂とし、

標高60m～50m付近を扇端とする。地下水位は低く、乏水

的要素を持つが、大間々扇状地は群馬県の中でも農業が

盛んな地域であり、これには土壌が深く関係している。

扇状地を覆う土壌は関東ローム層であり、火山灰を母材

とする土壌を一般的土壌分類では「黒ボク土」と言われ、

黒ボク土の特性は、透水性が大きく保水性は小さい。こ

の特性を生かし、スイカや葱等の貧水に適した作物の生

産量が多い。 

Ⅲ 研究方法 

2012年6月から2013年5月までの期間、現地調査を実

施した。6月から8月までの期間、新規調査地点の開拓を

重点的に行い、9月から5月にかけて毎月1回の定期調査

を実施した。季節により渇水した地点もあるが、基本は

井戸、河川を含む27地点の調査を行い、10月は59地点

の一斉調査を行なった。 調査地点は1km2あたり1～2

地点を目安に設定した。各観測地点は1/50000地形図を

緯線・経線1度のメッシュで区切り、観測地点をアルフ

ァベット及び数字で示した。同一区画内に複数の井戸が

ある場合は、末尾に更にアルファベットを付け加え区別

した。現地ではAT,WT,EC,pH,RpH,水位,水深,地下水面を

観測し、実験室ではSHIMADZU社製TOC-V CPH、イオンク

ロマトグラフによる主要溶存成分分析を行った。 

Ⅳ 結果と考察 

大間々扇状地のNO3-N値は全体的に高く、環境基準値を

超過する地点も少なくない。一方扇状地南側に広がる沖

積地では低い値が計測された。また、地下水面等高線の

ベクトルの結果から扇状地域は扇頂から扇端まで同じ帯

水層を流れている地下水と考えられる。以上のことから、

大間々扇状地の浅層地下水は硝酸態窒素汚染が拡散して

いるが、沖積地では河川が多く、河川水からの希釈によ

り値が減少していることが示差された。 

図1 地下水NO3-N濃度分布 

Ⅴ おわりに 

本研究は2012年6月～2013年5月までの調査結果の一

部をまとめたものである。現段階で地下水汚染の表層面

しか見えておらず、農業・酪農と地下水質の関係を裏付

ける考察には至っていない。今後は人間活動の影響を掘

下げた考察が必要と考える。 
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